
虐待を発見・発生した場合の対応（フローチャート） 

 

虐待を発見・発生した場合の対応  

虐待の情報を受けた場合  

◆◆ 虐待への具体的対応のフローチャート ◆◆  

◎詳細の確認・緊急性の判断  

◎虐待を受けた利用者の心身の状態の確認 

 

 

虐待防止委員・管理者へ報告（義務） 

  ≪相談・苦情・通告の受理≫ 

 ※緊急性の判断 

 

◎虐待の情報収集や報告  

◎虐待相談を受けた職員は受付記録の作成 

◎家族への謝罪・説明  

◎虐待をした職員への聞き取り 

  

◎状況等の報告・情報の共有 ◎改善策の検討、発生理由の検証、

原因の除去と再 発防止策を作成 ◎職員への周知 

 

 

 

 

 

 

◎利用者の身体的・心理的安全確保 ◎利用者の安全確保 

≪アセスメント対象≫ ※具体的な聴き取り  

◎被害利用者・発見者・周囲の人・該当職員 

 

 

※虐待の芽 ◎身体的虐待や性的虐待が疑われる場合 

 

 

 

◎改善結果状況報告 

 

 ※必要に応じ、第三者委員の介入 

本人・発見者 

虐待相談窓口・管理者 

≪虐待防止委員会≫ 

受付記録作成 

被害者と該当職員を引き離す アセスメントの開始 

個別ケース会議（事例分析） 
管理者（施設⾧）報告 

市町 理事会へ連絡 

医療機関の受診 

虐待相談窓口・管理者 

≪虐待防止委員会≫ 


